
給与所得控除額〔Y〕の算出方法

〔X〕           円

給与所得控除額

〔Y〕        円

2021年分の給与所得見込

4
2021年分の給与収入見込

3か月分の所得金額合計給与所得以外〔e〕 × 4

〔f〕

× ＝

 ＜所得要件＞
  □  ① 新型コロナウイルスの影響を受けた後の合計所得金額（〔ｆ〕の金額）が841万円以下である。
  □  ② 新型コロナウイルスの影響を受けた後の給与所得以外の所得（〔ｅ〕の金額）が355万円以下である。

 【参考】2021年分の所得見込の算出方法
  新型コロナウイルスの影響を受けた後の所得を、2021年分の所得見込で記入される方は、以下の手順に沿って算出してください。

    年（令和 年） 〔ｄ〕 〔e〕

1,800,001円～3,600,000円

3,600,001円～6,600,000円

（2）新型コロナウイルスの影響を受けた後の所得をご記入ください。
    さらに、２つの所得要件を満たしているか確認し、チェック☑してください。

年 給与所得 給与所得以外 合計（〔d〕+〔e〕）

    年（令和 年） 〔a〕 〔b〕 〔c〕

主たる
家計

支持者

フリガナ 続柄

保証人
電話番号

 １．新型コロナウイルスの影響を受ける前後の所得の確認 

（1）新型コロナウイルスの影響を受ける前の所得をご記入ください。

年 給与所得 給与所得以外 合計（〔a〕+〔b〕）

氏 名

 重要事項（必ずご一読ください）

・必ず実施要項をよく読み、支援の趣旨や出願資格について理解したうえで申請書を作成してください。
・出願資格の確認の対象となるのは、主たる家計支持者１名のみです。主たる家計支持者以外の家計支持者での申請は受け付けません。
・家計急変を示すための新型コロナウイルス前後の所得は、以下の３つのパターンの中から選択することができます。
　① 2019年分の所得（所得証明書） ⇔　2020年分の所得（所得証明書）
　② 2019年分の所得（所得証明書） ⇔　2021年分の所得見込（2021年1月～9月のいずれか3か月分の給与明細もしくは帳簿など）
　③ 2020年分の所得（所得証明書） ⇔　2021年分の所得見込（2021年1月～9月のいずれか3か月分の給与明細もしくは帳簿など）
　※提出書類は実施要項でご確認ください。

神戸学院大学緊急学費減免(２次募集） 申請書
神戸学院大学長殿

記載事項に関して相違ないことを誓約するとともに、緊急学費減免を申請します。

提出日：2021年  月  日

 １．申込者情報

学生

             学部・研究科   年次 学籍番号
フリガナ

学生
電話番号氏 名

6,600,001円～8,500,000円

8,500,001円以上

〔X〕× 0.3 + 80,000円

〔X〕× 0.2 + 440,000円

〔X〕× 0.1 + 1,100,000円

  1,950,000円（上限）

－ ＝

給与所得〔d〕※

＝

〔X〕                  円

2021年分の給与所得以外見込

〔e〕                  円

※ 給与所得〔d〕の場合、3か月分の総支給金額合計×4で算出できるのは、2021年分の給与収入見込〔X〕です。
  2021年分の給与収入見込〔X〕から給与所得控除額〔Y〕を差し引くことで、給与所得〔d〕が算出できます。
  給与所得控除額〔Y〕の算出方法は、以下の表を参照してください。

〔d〕        円

〔X〕× 0.4 － 100,000円（550,000円に満たない場合には550,000円）1,800,000円以下

給与所得控除額〔Y〕2021年分の給与収入見込〔X〕

step1

step2

step1

3か月分の総支給金額合計

2021年分の給与収入見込



この申請書に記載されている個人情報は、神戸学院大学緊急学費減免に係る業務のみで利用し、その他の目的には使用しません。

また、この申請書はいかなる場合であっても返却しません。

 4．新型コロナウイルスの影響による家計急変（減収）について具体的に記入してください。

国公立・私立 小・中・高・高専・専修・大学・大学院 自宅・自宅外

国公立・私立 小・中・高・高専・専修・大学・大学院 自宅・自宅外

国公立・私立 小・中・高・高専・専修・大学・大学院 自宅・自宅外

（4）同一世帯に就学者（申込者本人を除く）がいる場合、以下の欄にご記入ください。

学生との続柄 氏  名 設置者 在学している学校 通学

国公立・私立 小・中・高・高専・専修・大学・大学院 自宅・自宅外

 3．特記事項（該当項目を〇で囲んでください）

（1）母子家庭もしくは父子家庭ですか。 はい  /  いいえ

（2）自宅外通学者ですか。 はい  /  いいえ

（3）世帯に障がいをお持ちの方はいますか。 はい（   人） / いいえ

 □ 国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・
  介護保険料等の徴収猶予

 □ 国税・地方税・消費税の納付猶予

 □ 持続化給付金  

 □ その他（                                          ）

※上記に記載がない場合、HPに掲載しております神戸学院大学 緊急学費減免の申請に関するQ&A（PDF)をご覧ください。

 □ 危機対応融資
 □ セーフティネット保証４号、セーフティネット保証５号
         危機関連保証

 □ 小規模企業共済の特例緊急経営安定貸付  □ 小学校休業等対応支援金（委託を受ける個人向け）

 □ 緊急小口資金、総合支援資金（生活費）  □ 厚生年金保険料・労働保険料の納付猶予

 2．出願資格の確認（【A】【B】のうち該当するものにチェック☑してください。） 

 □ 【Ａ】 新型コロナウイルスの影響を受けた後の合計所得金額（〔ｆ〕の金額）が、
       新型コロナウイルスの影響を受ける前の合計所得金額（〔ｃ〕の金額）と比較して１/２以下になっている。

 □ 【B】 新型コロナウイルスの影響により公的支援を受給しており、その証明書がある。
      （下表に当てはまる公的支援にチェック☑してください。）

 □ 新型コロナウイルス感染症特別貸付
  小規模事業者経営改善資金
  (新型コロナウイルス対策マル経融資)

 □ 生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付
         生活衛生改善貸付（新型コロナウイルス対策衛経）
         新型コロナウイルス感染症に係る衛生環境激変対策特別貸付


